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背景：当科研究室では、これまでに各種泌尿器科癌の糖鎖発現と臨床像を比較検討し、癌の転
移や浸潤における糖鎖の果たす役割について明らかにしてきた。先行研究の中で、腎癌の糖脂質
研究から新規に同定された糖脂質である DSGb5 は NK 細胞からの寛容を得ることや運動能を亢進
させることにより腎癌の転移に関与することを示唆する所見が得られた。しかし前立腺癌におけ


















正常腺上皮細胞は 5F3 免疫染色陽性となり予後良好な前立腺癌は 5F3免疫染色陰性、予後不良な
前立腺癌は 5F3免疫染色陽性となった。糖鎖抗原は分化に伴い発現が変化する分化抗原の性質が
あり、癌化する過程で DSGb5 の発現が低下し、悪性度が高くなるに従い再度発現が増加したもの
と推察された。また多変量解析の結果から、5F3 免疫染色陽性とグリソンスコアがそれぞれ独立
した再発リスク因子であったことから、DSGb5 の発現はグリソンスコアとは異なる観点から前立
腺癌の悪性度を反映していると考えられた。 
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